
日本ナイル ・エチオピア学会第11回学術大会・公開講演・対談

「日本とアフリカをつなぐ地平」

日本ナ イ ル・エチオピア学会第11回学術大会は、

2 002 年 4 月2 0 日 (土) 、 2 1 日 ( 日)の両 日、 岩手県

前沢町立 「 牛の博物館J お よ び同町立ふれあいセン

ターで開かれま し た。 こ れは、 学会と地方自治体が

共催するとい う 、 今までに な い開催方法であ り 、 地

域住民との交流を取 り 込んだ学会にし よ う とい う 目

的で企画 さ れ た も のです。

開催前日の19 日 に は、町ふれあ いセンターにおい

て、 本学会の前会長である河合雅雄先生の原作f少

年動物誌j (福音館、 2 002) を も とに映画化 さ れた

f森の学校J (監督・脚本西垣吉春、 製作・ 森の学校

製作委員会、 2 002 )が上映 さ れ、 2 0 日 に は以下のよ

う な プ ロ グラ ムが催 さ れま し た。

ここでは、 講演・対談 「 日 本とア フ リ カをつ なぐ

地平」 か ら 、 3つの講演・対談を再録しました。

日本ナイル ・エチオピア学会
第11回学術大会プログラム
日 時:2 002 年 4 月2 0 日 (土)

会場:前沢町ふれあいセンター
講演・対談 「 日 本とアフ リ カをつな ぐ地平」

開会式 13 : 15 - 13 : 30 

第l 部 ウ シと人との織 り なす文化

1. エチオピア牧畜民ーウ シ の色模様の世界

13 : 30 - 14 : 15 

福井勝義 (本学会会長、 京都大学教授)

2 . 前沢 牛 も のがた り

14 : 15 - 1 5  : 00 

話 し 手:小形進 (元岩手県前沢肉牛生産協同組合長)

聞き手:山形孝夫 ( 日 本ナ イ 1レ・エチオピア 学会第

11国学術大会実行委員長)
ア ト ラ ク シ ョン

白 鳥子ど も や11楽 (前沢 町立白鳥小学校の皆 さ ん)

1 5  : 05 - 15 : 2 0  

第2 部 「森の学校j と「子育てごっ こ J

15 : 30 - 1 7 : 00 
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河合雅雄(京都大学名誉教授)

三好京三(直木賞作家)

エチオピア牧畜民一ウシの色模様の世界

福井勝義 ( 日 本ナイル・エチオピア 学会会長、

京都大学教授)

今 日は皆様本当に、 春祭 り の前にお忙しいと こ ろ

おいで・頂きま しであ り がと う ございます。 早速ス ラ

イ ドを見て頂き な が ら 、ご説明をしていきた いと思

います。 私自身 、 烏4良県の安来節でご存知かと思い

ます、 安来の田舎の出 身でございま して、 小 さ い時

か ら ウ シ で‘育って参 り ま し た。 聞くと こ ろに よ り ま

すと、 前沢 牛も かつてはどこ かに島根のウ シ の血が

入っているとい う よ う なことを伺って、非常に ほ っ

としたところでございますけれど も 、 小学校の頃は

ウ シでま訟を51 い た り 、 ウ シ に草を食べに行かせた

り 、 そ う い う と こ ろ で育った んですけれど も 、 ま さ

か私がウ シ の世界で生活、 と言いますか、 ア フ リ カ

の地を踏むとい う よ う なことは全く考えてお り ませ

んでした。

ご ら ん い ただいてお り ます写真は、 お よ そ5千年

前のサハラの岩壁画、タッ シ リ の岩壁画に捕かれた

ウ シの模様でございます。 私 た ち 、 た いてい黒いウ

シとかあるい はちょっと赤っぽいウ シ、あるい はホ

ル ス タ イ ンのよ う な毛色で し か イ メ ージがないと思

う んですけれど も 、 こ の よ う に た く さ んの毛の色に

関心を も っ た人 た ち が い たわけで、ござ います。 ご承

知のよ う に、 動物、 野生の動物 は一種一色な んで、す
ね。 一つの種で一つの色・模様ですけれど も 、 お よ

そ一万年 ぐ ら い前に人間が家畜化いたしますと、こ

れだけ多機 な毛色が出てきたわけですね。 従いま し

て こ れは明 ら かに野生では なくて、家畜化 さ れたウ

シ で あ ると い う 事が、 お わ か り 頂けるかと思いま

す。

今 日 とくにお話いた しますのはエチオピアの西南

部、 ボディと い う 社会でござ います。ご承知の よ う

にエチオピア は人類の誕生の地であ り ま して、 500

万年前後の化石が、 こ こ 10年 ぐ ら いに発掘 さ れてお

り ます。 標高2400メートlレ程の首都アジス アベパか



ら 南西部のほ う に 、 車で今ですと 3 日 間かか っ て

まい り ます。 気温が 日陰で 4 0 度 ぐ ら いのところ を

だいたい5日間、 6 日 間歩いてい く わ けで あ り ます

けれども、 今は車で6 f時間、 7時間で行 く ことが出

来ます。 調査を開始した 頃 は車の道が な か っ た ん

ですけれども、 ま あ 、 車の湖:を確認しな が ら 、 70キ

ロ、 120キロ の道を、 1 0 日 近 く か か っ た こともござ

います。道のない よ う なところを登 っ て行 く わ けで、

す。

人類学って、 人間の社会に入 って、 調査と言いま

すか、 その社会か ら い ろ ん な こ とを学んでい く んで

すけれども、 ど う してもその地の言葉を習得 し な い

と、 何もわ か り ません。だか ら 、 「これは何ですかjっ

てい う ふ う に子どもが覚 えてい き ます よ う に、 私ど

もも彼 ら か ら 言葉を学んで、い く こ とがまず第一歩で

ございます。 とにか く 言葉を学びな が ら 、 彼 ら と親

し く な っ て、 誰と誰とがど う い う 関係にあるかを、

時間をおいて次第に、 お互いを自己紹介とい う よ う

な形で、 進んでいくわけです。

この ス ライドにある よ う な平原のところに、 お椀

を伏せた よ う な 草葺の家、 集落が、 点々としてお り

ます。 こ う いっ た集落の作 り 方にも彼らの世界観と

い う よ う なものが反映 さ れてお り ます。例え ばこの

庭の東側は太陽、 星、 月が生まれると こ ろですしま

た、 西に沈んでい き ます。 だか ら 東は 生まれるとこ

ろであ り 、 西 は死ぬところ 、 死んでい く と こ ろ で あ

り ます。 だか ら 、 埋葬する時は頭を西に埋葬します。

こ のス ラ イ ドにあ り ます よ う に、 ウ シの乳を搾っ

て、 生活の糧を得ているわ けです。 それと作物、 ト

ウモ ロコ シ とか、 そ う いっ た作物で彼 らの生計が成

り 立っ ているわけです。 彼 ら の夜明 け前か ら 、 乳搾

り の音が聞 こ え て き ます。 まだ真 っ 暗で す け れど

も、 も う 子どももみ ん な起 き て き て、 乳搾 り とかい

ろいろ な1 日 が始まっ てい く わ けで、あ り ます。 そ し

てウ シ に は 1 頭l頭名前がついてお り まして、 その

名前ごとに飾 り をつ けてい く わ けであ り ます。

そ れか ら 、 私 た ちの日本語では雄牛とか種牛とか

そ う い う ウ シに何か名前をつ けて表現 してい き ます

けれども、 魚の場合ですとハマチとかブリとか、 同

じ種でもだんだん大 き く な っ てい く と名前が違って

く るのがございます。 ところ が、 ボディの場合はそ

の生まれた ばか り の子牛とそ れ か ら 若い種午、 年

取っ た種牛、 去勢牛、 年取っ た去勢牛 な ど、 全部名

前が違 っ てお り ます。 たとえ ば、 子どもを生んだウ

シ はヤブルといい、 ミ ル ク の出るウ シ は ロ イネ、 そ

してミ ルクの出 な く な っ たウ シ を偶然ですけれど

も、 ウ シ とい っ た り 、 死産をしたウシ のことをトゥ

カンとか、 非常に細 か く 名前 をつ けている わ けで

す。そ れほど彼 ら にと っ て非常に関心が深いとい う

こ ともい えるかと思います。

こ の ス ラ イ ド は 、 朝、 放牧キャンプか らウ シ た ち

が出て行 く ところですね。 そ して放牧地に向かつ て

夕方帰 っ て く るわ けです。 これが彼 ら の l 日であ り

ます。で、 こ う い う と こ ろで草を食んで夕方帰 っ て

い く わけです。 彼 ら はしょっ ち ゅ う こ う や っ て移動

を してい き ます。 そ して移動するごとにその同 じ集

落のメンバーが変わってい く 、 それで近所関係のバ

ラ ン ス が保た れている わ けであ り ます。

こ こ か ら 今 日 の本題でございますけ れども、 いろ
ん な色、 私た ちの周 り をい ろ ん な色で表現するわけ

です けれども、 色々見てみますと、 この中でブロン
ドという のはど う もお か しいとい う 。そ れは何かと

申 しますとこれは髪の毛しか使わない表現ですか ら

ど う も普通の色の名前とは違 う とい う こ とですね。

それで、だんだん こ う 選んでい き ますと、 黄色とか白

とか赤とか青とか黒 、 こ う い う のが基本的な色を表

す言葉だとい う ことがお分か り いただけるかと思 う

んです。 調査の最初の頃は言葉も わ か ら な い し誰が

どこに住んでいるかもわ か ら ない、 ど う い っ たとこ

ろ か ら 手をつけていっ ていいかも分 ら ない、 とい う

ことでい く つ かのことから学んで、い く わ けです けれ

ど、 こ う い っ た色のことを ひとつ手がか り に こ れか

ら進んでい き たいと思います。

色とい う のはご承知 の よ う に客観的とい う か、 明

度、 彩度、 色相といっ た よ う な 3つのとこ ろ か ら 成

り 立 っ てお り ます。 だか ら ど ん な色も数字で表す こ

とがで き る、 そ して そ れを比較することができる

し、 同じ色を再現するこ ともで き ます。いっぽ う 、 私

た ち は虹の色とか空の色、 太陽の色、 そ う いった自

然界の色をいろいろ な捉え方をしています。 例 え ば

虹ですと、 夜、た ち は 7 色と 言 っ てお り ます け れど

も、 日 本の古代の色は赤青白黒しか な か っ たといわ

れてお り ます。 い っ たい何色で 日 本の古代の人た ち

は虹の色を表 していたのか分 り ませ ん け れども、そ

れぞれの社会に よ っ て こ う い っ た色の捉え 方が異

な っ て く るわ けですね。そ れが私 た ち が今呼んで、い

る文化であるわけです。 いわ ゆるものの捉 え方が文

化であ り ます。 そ う するとこ のボディの社会の人た

ちのものの捉 え方と、 私た ち 日 本の社会のものの捉

え かた は異 な っ ているとい う ことをい っ ても、 ど っ

ち が上でど っ ち が下であるという ことはいえ ない、

それぞれがそ れぞれの意味を持 っているわけであ り
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ま す。 私はいろ ん なや り 方で彼 ら の も のの捉え方を

学んでい く わ けですね。

この写真は当時4、 5歳の 子 ど も ですけ れ ど も 、 そ

の子 ど も にl枚l枚、 98枚の色彩カー ド を 見せて、名

前を聞いている と こ ろ です。 私 た ち は8色 と か12色

の色、色彩です と す ぐ誰で も 分かる と 思うんですけ

れ ど も 、36枚 と か色が段々多 く な って き ま す と どれ

が どの色だか分か ら な く な って き ま す。 と こ ろ がボ

ディでは こ ん な小 さ な子 ど も で も 、色 の 名 前 を 言う

こ と が出来るわけです。 こうやって同じ も の を98枚

今度はト ラ ンプ を き る よ うに き って、今度は彼 ら に

好 き な よ う に分類 し て も らう。そして最初にやった

方法 と こ の方法と が どれだ け一致しているかに よ っ

て、 どれだけ小 さ い子 ど も で も 安定した色彩の捉え

方 をしているかがわかるわけ です。ぞうし て どの程

度一致 し ているか をみる と 、非常 に よ く 一致してい

る。つ ま り こん な 小 さ な 子 ど も の時期か ら 色彩の捉

え方が非常・に発達 し ているのであ り ま す。 同じ こ と

を 日本の子 ど も にやって も ら って も 、あるいは大学

生に やって も ら って も ボディの 4、 5 歳 の子 ど も に

はかなわ ない。 それほ どボディの子 ど も 、4、5歳の

子 ど も で も 、 も う十分、 大人 と 同 じ く ら い色彩の認

識が発達しているわけで、あ り ま す。

ボディは赤、 種、 紫、 青緑、 灰色、 黄色、 白、 黒

と いった よ う な基本語で分類しているわけです。こ

の写真の女性はす ご く 頭の き れる女性で、 こ の方 な

ら と 思って、 300色の色彩カード を l枚 1 枚見せた

んですけれ ど も 、そうし た ら その瞬間 す ぐ に そ の名

前を言うわ け で す ね。 私 た ち はうーん と 稔っ て し

ま う場合 も ある し、やっぱ り 分か ら ない と いってし

ま う こ と が半分以上だ と 思うのですけれ ど も 、彼女

は全部名 前 を 言い ま した。 そして今度はその後で

300色の色彩カー ド を 渡して分類して も ら った。2時

間 ぐ らいかけて一生懸命 こ うやって分類しているわ

けです。

乾季に なる と 乾いた草原 を 焼 く んですけれ ど も 、

そうする と 黒 く 、灰が残 り ま す。黒い焦土ですね、焼

いた土地に青い新鮮な緑の草が 出て き ま す。 若い草

を 出 す た め に野火を入れるんです。 この状態の特定

の 色の表現があるわ けです。 これが「テイリーリJと

いってるわけですね。 こういう私 た ち に と っ てはど

ういう表現か分か ら な い けれ ど も 、彼ら に と っては

こういう状態を「ティリーリJ と いって、 す な わ ち

黒い焦土、土地の上に新鮮 な緑、 草の緑が出て き た

時に どう表現するかですね、そういった と こ ろ ま で
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深 く 捉えているわけです。

色以外に 幾何模様 もやって み ま し た 。 色々 自分で

思いつ く 限 り の幾何模様 を 作 って み ま した。例えば

白地に黒です と 「ゲ ッ リ」 と いうわ けですね。 そし

て 両端が黒い と 「ルディJ と いうわけです。 そして

真 ん中に黒があるのが赤 に 、 日の丸の よ う に な る と

「ゲ ッ リ」 と 赤 と 一緒で「ゲ ル ゴ ロ ニ」と いうわけで

す。 だか ら 例えば、 両端が黒 く て「ルディ」 と いう

んですけれ ど も 、 それか ら 点々模様は 「コ ルディJ、

両方あわせる と 「 ルコ ルディ」 と いうわけですね。私

た ち では表現し よ うのな い よ う な こ ういう幾何模様

を 彼 ら は即座に表現 し ているわけ であ り ま す。

と こ ろ がこ のス ラ イ ド の 4枚の色彩 ・ 模様のカー

ド だ けは理解するこ と がで き な かった。 そこでウシ

が登場して く るわけであ り ま す。 そ ん なウシの模様

はない ん だ と いう わ けです ね。このスライ ドでご覧

に な れ ま す よ うに沢山の毛色のウシがいるわけです

ね。こ の写真は彼 ら にクレヨ ン でウシの絵を描いて

も ら った と こ ろ です。 彼 ら に と って初めて鉛筆、 ク

レヨン と いった よ う な も ので初め て描いた と こ ろ で

す。 ここに な に が表 さ れているか と 申し ま す と 、 こ

れは角ですね。 角が全部描いてあ り ま す。 そ れ と も

うlつ重要 な こ と は、 全部色・模様で表 さ れ ている

わ けですね。

こういうの を 見 て 、 日本では 4、 5 歳の子 ど も の

絵しか描け ないん だ と いって、彼 ら に と って のウシ

の絵、 ウシと いうのは私た ち に と っ ては4、 5歳 ぐ

ら いのウシの捉え方 な ん だ な と 思ってし ま う と 大 間

違いな ん で す ね。 これが真 ん中に黒いブチ がある

「ゲ ッ リ」。 これが左足の白い 「エルディJ と いい ま

す。 これが腹が白 く 他が赤いので、 「パーシ」。 ウシ

がい ろ ん な色模様に よ って分け られているのです。

前沢牛の中に島根のウシが系統的に入っていると

いうこ と を た ま た ま 今日伺ったのです が、ボディの

ウシ も 全部系譜がはっ き り している わ けです。例え

ばこ こ に腹が白 く て他が赤いウシがい ま す。 「パゴ

ロ ニ」 と いい ま す。 それにモジ、 こ ん な 色 をモジ と

いい ま すがそれのオスを掛け合わせる と 、子 ど も は

お母 さ ん と 同 じ 腹 の 白 く て他が赤い「パコー ロ ニ」が

出 て き ま す。 そうして今度はお父 さ んは真ん中にブ

チのある 「ゲJレゴ ロ ニ」 と 交配し ま す と 今度は赤い

斑点の 「キリンディ」 がでて き た わ け ですね。 こう

いうの を ほ と ん と ε知っているわけであ り ま す。そう

する と 彼 らは、 親子を通じた どの親 と どの親 と を交

配する と どん な模様のウシが出て く るか を 知ってい



るに違いない、 す な わ ち 遺伝観 を 持っているだ ろ う

と思い聞い て み た んですけれ ど も 、 そうすると白い

ウシと両端の黒いウシを掛け合わせると必ずこ の黒

いウシ、「ルデイJが出てくるというんですね。 同 じ

よ う に 白いウシと真 ん中にプチのある「ゲツリ 」 を

掛け合 わせると必ず「ゲツリJ が出てくると。

これ は現代 の遺伝学でいい ま すと白は劣勢であ り

ま す。 それか らブチ は使勢であ り ま すか ら 、 子ウシ

に は優勢の 「ルディJ が出 てくるという よ う な こ と

を 、 私 は動物遺伝学の野i率先生か ら 学 ん だことがあ

り ま す。全部こ ういうウシの毛色 は遺伝子 に置 き 換

えることが出来て、検証することが出来るわけであ

り ま す。 ボディのこ うした民族遺伝観 を 、 遺伝子記

号に置 き 換えて検証してみると、 現代の遺伝学とな

ん ら 矛盾することがないという こ と を 、野様先生は

十分裏付 け ら れると仰ってい ま した。 ボディの社会

ではああした何百年、 何千年前か ら か分か り ま せ ん

けれ ど も 、 沢山のウシの毛色 を 1 つlつ学ぶことに

よ っ て、 さ ら に 今 度 は殺と 親の掛け合わせ に よ っ

て、交配 に よ って 生 ま れ てくる子 ど も の色模様 を観

察して次の世代に伝え、 それを 何世代 も 伝えること

に よ って、 メ ンデルの遺伝の法則が見つかるはるか

以前か ら 、 現代の遺伝学と も 照 ら し合わせて も 矛盾

の ない も の を 彼 ら は学び取って い た わ けであ り ま

す。

こ のスライ ド の子 ど も 達 は4、 5歳の 子 ど も だと

思い ま す け ど も 、 ご覧に な れ ま す様 に歌って踊って

いるわ けです。 子 ど も た ち は 生 ま れて満 l 歳の時に

名付けとと も に特定の色と模様 を 名付け親か ら 貰う

んです。 そうすると満 1 歳か ら社会教育が始 ま って

い ま して 、 こうやって歌 を 作って も らうんです。首

に はピーズを掛けて も らい ま す。例えばこの写真の

子は前が黒 で後 ろ も 黒 な ん で す 。 したがっ て 「 ル

ディ」という模様です。 それをつ ける。 彼の生謹を

担う色模様は「ルデイJな ん だと。 そういうことで、

み ん な 満 l 歳、 も のごころ がつく頃 ま で に は 、 自 分

の色がな ん であるか を知って、も のす ごく興奮する

というか、 愛着 をおぼえていくわけであ り ま す。 や

がてこの頃に なるとその辺に落ちている色々な色模

様の石こ ろ を集めて き て、 色模様ごとに分類するわ

けです。 だか ら 、 あの 9 8枚の色彩カー ド を 4、 5歳

の子 ど も で も なんの問題なく分類しているわけです

ね。それは彼 ら の 日 ごろ の遊びの中で こういった こ

とが行われているわけですね。そして こ の遊びの中

で彼 ら は 色と模様 を 学んで、い く のです。

と こ ろ が も う l つスラ イ ド を み て み ま すと、 こ の

石 こ ろ がですね、 柵で|週 ま れているんですね。 これ

は何かと申しま すと、最初で言い ま し た 、 彼 ら の放

牧キャ ンプを模倣しているわけですね。 夢見ている

わ け です。 そ の な か に それぞれ の石こ ろ がウシに 見

立 て ら れ て いる わ け ですね。 自 分達が大 き く なっ

た 、 大 人 に なっ た 、 あるいは若者に なったと き を夢

見 な が ら 、 彼 ら は 自 分のウシをこうやって飼育しな

が ら 遊んでいるわけですね。 だか ら 、 こ の遊びの中

に は色模様の分類だけでは なくて、彼 ら のウシに対

する も の の捉え方の習得といった よ う な 、 そういっ

た こ とがこ こ に含 ま れ ているわ けです。 そして、 学

校教育はあ り ま せん け れ ど も 、 彼 ら は高校 l 年く ら

いの歳 に な ると、 満 l 歳こ ろ に 名付け親か ら う け た

特定の色模様の子ウシを入手し ま す。 そして大事に

大事に育てるわけですね。彼 ら にとって青春の生 き

がいは紛れ も なしこの 自 分 にとって生涯 を 担う色

模様の子ウシ を 立派に育てるこ と であ り ま す。こう

して こ のウシに向か つ て長い長い詩を吟ずるわけで・

すね。 そ こ は 韻 を 踏 んだ よ う な 長い詩で、 ウシを 愛

でるわ けであ り ま す。

そして も う一度自然界に戻 り ま すけれ ど も 、 自 然

界の色模様とウシの毛色 が対応しているわ け です。

例えば、 こ れ は こ ういうギザギザ模様 ですけれ ど

も 、 自 然界で は どん な 色模様かと申し ま すと、 これ

は稲妻を表しているわけですね。 だか ら こ の毛色 は

稲妻と結びついているわ けです。 雨乞いの時に、 雨

が どうして も |海 ら ないと き は、こういった稲妻 を呼

ぶウシ を 犠牲にして雨 を呼ぼうとするわ けです。あ

く ま で も これは彼ら の自然界の捉え方な わ けで、 そ

れ を 儀礼 を 通 じ て合理的にやってい こうとする わ け

ですね。 そういった と き にウシ を 犠牲に殺す わ け で

すけれ ど も 、 石で頭 を打って解体していく わけです

けれ ど も 、 そ の 時 に ほんと不思議 な ん で す け れ ど

も 、 ウシは 静かに死んでい き ま す。 普通 も っと暴れ

で も いいと思うの ですけれ ど、 こ こ では本当に静か

にウシは死んでい き ま す。そしてウシを儀礼で殺す

時 は 自 分達の周 り のウシの目の前で殺 す わ け で す

ね。 そしてウシは じ ー っと殺 さ れる過程 をみている

わけです。 こ れ を 私 は不思議で な ら ないんですけれ

ど も 。

彼 ら の社会か ら いえることは、 彼 ら の社会が色と

模様で捉え られていて、そのそれぞれの色と模様が

結 び合って彼 ら の世界が成 り 立っている わ け です

ね。 そして、 例えばボールペンを 持っていたとし ま
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す。 そ う しますと、 彼 ら は す ぐ にボー ルペ ン の話 を

して き ます。その色と模様は な ん な んだという わ け

ですね。そ う いわれで も ボー ルペン に はいろん な 色

があ る か ら なんといっ た ら いいかなあと思 う と、彼

ら は 、 あ あ、 こいつはまだ我々の社会 を分かつて な

い ん だ なとい う よ う にいう んですね。それは、 こ う

い う 彼 ら の社会という も の は色と模様を通 じ て 、 そ

してウシが深 く 結び、合って彼ら の社会が成 り 立って

いるとい う こと。そしてそ の中で特定の色模様がウ

シと結ぴ、合って、 生 き がいですね、 生涯と結び、合 っ

て い る 。

これはスーダン南部で私がし たことです けれ ど

も 、 あ る 種ウシに対してあ る 長老が朗々と詩 を 吟 じ

て い る わ け ですね。そして その翌年に行 く とその長

老は亡 く なっていた んですね。そしてそ の立派な種

ウシは ど う なったかと思って聞 き ますと、 その長老

が な く なったと き にその種ウシを殺して、 皮で長老

を包んで、埋葬したとい う んです。そ う したウシと人

間の、 な んといいますか 、 ウシの生 き がい、 人間の

生 き がいとい う も のがここに表れているとお も いま

す。

彼 ら の精神世界は色と模様を通じて 、 さ ら にウシ

を 通 じ て豊かな 世界が育まれている わ けです。だか

ら 彼 ら の社会に 行 き ますと、 彼 ら のプ ラ イ ド 、 誇 り

に圧倒されます。 ど う して皆こん な に生 き 生 き して

い る んだろ う 。私た ち は たまたまこ う い う 服 を 着 た

り 、 あ る いはカメ ラ を持った り 、 ラ ジオ を 持った り

な ん かして、 そ う い う こと を 思 う ん で す けれ ど も 、

彼 ら の自の前 に 行 く とそん なことっていう の は も う

打 ち の めされ る印象 を 受 け る んです。 お そ ら く それ

は彼 ら の社会では、 そ う いった色と模様、 ウシ を通

じ た 、 あ る い はその中に先程の子 ど も か ら 大 人 に至

る 過程の中で培ってい く 誇 り とい う か、 生 き がいと

い う も のがはっ き り と見 ら れ る という ことであ り ま

す。

とい う ことで も とに戻 り ますけ ど も 、 このサハ ラ

の 5 000 年前 に搭かれ たサハ ラ の 岩壁画のウシの

模様、 これだ け沢山のウシの模様 に 彼 ら が関心を

fムったことは一体 ど う い う ことな のか、 ボディの今

の社会か ら想像しますと明 ら か に彼 ら 人 間とそして

ウシの世界がこ う し て色と模様で深 く 結 びついて、

彼 ら は生 き 生 き と生 き て き たの かと想像させ る も の

か なと思います。 そしてポス タ ーの写真に も 出させ

ていた だいたんですけれ ど も 、 この写真は満l歳の

う ちの息子であ り ます。そして対面している のは お
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そ ら く 3 歳 く ら いの 子 ど も だと思 う ん で す けれ ど

も 、 このころはまだお互いの社会の も のの捉え方っ

てい う の がで き て ない わ け ですね。この時か ら お互

いの も の の捉え方 を 学ん でい く 。私のところの息子

は今20歳であ り ます けれ ど も 、 そ う いった子 ど も

が大人 に な る とい う ことはそれぞれの社会の も の の

捉え方を 学んでい く こと な ん だ、 そして大人 に な る

ことはお互いに共有の も のの捉え方に よ ってお互い

の社会が成 り 立ってい く ん だとい う こと を 、 今ボ

ディの社会を も と にして皆さん にご紹介させていた

だ き まし た 。 ど う も ご清聴あ り がと う ございまし

た。

前沢牛ものがたり

話し手 小形進

(元岩手県前沢肉午生産協同組合組合長)

聞 き 手 山形孝夫

( 日 本ナ イ Jレ・エチオピア学会

第11国学術大会実行委員長)

山形:今 日 は、前沢牛の育ての親で岩手県家畜農業

協同組合の組合長さ ん を し て お ら れ た小形進さん

に 、 どの よ う にして前沢牛を前沢の名産として市場

に 売 り 出し、 日本中に前沢牛 の 名 を高 ら し め た か

を 、 も のがた り の よ う に伺いたいと思います。

小形さんは現在77歳に な ら れまして 、 いろんな役

をすでに引退されていますが、 以前は前沢牛オガ タ

の会長で も あ り 、 小形畜産の会長で も あ り 、 小形牧

場のオーナー で も あった わけです。今は全てご一族
に譲られて、 自 分は も う たった一人の人間 に戻った

とおっしゃってますが、牛 を 見 る と手が出 て飼いた

く な る とボソ ッ と も ら して お られました。 今 日 は、

そ ん な 小形さんの若いと き か ら 現在に至るまでの歩

みを たとeってい き たいと思っています。

小形さんは、生まれは北海道で、 開拓農家の斉藤

家の五男として大正14 年、 1925 年 にお生まれ に な

り ました。そ の斉藤家が故郷の新潟へ舞い戻って く

る のが、 小形進さ ん が 5 歳の時、H召和 5 年。 小さい

時 か ら 家畜と一緒に過ごして き た記憶は非常に鮮明

だそ う です。 それで小形さんは今で も 、 鶏とかウサ

ギとか馬とか牛と話がで き る 、牛の言葉を 聞 き 分け

ることがで き る 、 とい う こと を 私 に 申されました。

小形さんは牛と話 を す る ことがで き る んですね。

小形:そ う です。牛 は 人間と違って言葉は で き ませ



ん。牛 と 話がで き る と い う こ と は 、 牛の

行動 を 見て、と|ニ を 知る、 心 を 知る、 考え

を知る、 と いう こ と な んです。 牛 と い う

ものは、 3 メ ー タ ー、 4 メ ー タ 一四方の

中で肥育 さ れるわけです。 そ う する と 牛

も暇が十分あ り ま す。色々考えているわ

けです。それ を牛が言っている んですけ

ども、飼っている人が分か ら ない。 そん

な 人 が牛 を養っていて儲かる わ け が な

い。私の と こ ろ でも4、5人若い者がい ま

す け ど、 誰も分か ら ない。

昨日の朝も、牛舎に ち ょ っ と 行って き

ま した。 そ う した ら牛 が全部、 私の方を

ずーっ と 見てい ま した。 こ の人 は牛 と 話 の で き る人

だ と 牛が思っ たか ら 見 たの だ と 思い ま す。 若い者が

入って き た ら 、 見 な い ん です。 やっぱ り 牛も よ く

知ってい ま す。そ う い う こ と でやっ ぱ り 牛にも期待

され、 それに応える と い う の が、 牛 と 人間の対話か

な、 と 考えてい ま す。

山形:進 さ ん は 2 0歳で兵隊に行って、 1年間、 馬

の世話役 をして神奈川で終戦 を 迎え ま し た。そして

昭和23年に馬喰(ぱくろ う ) を していた お兄 さ んに

連れ ら れて、初めて新潟か ら岩手県の前沢にやって

き ま し た 。 こ れ が前沢 と の最初の関わ り な んです

ね。

そこで初めて小形盛( さ か り ) さ ん と い う 前沢の

家畜商の方 と 出会 う わけです。小形 さ ん と 知 り 合い

ま して、 そして、 小形 さ んの手引 き で初めて北海道

に渡って馬の買い付 け を した。 昭和23年です。 その

頃の前沢は牛では な く 、 もっぱ ら馬な んですね。肉

牛 はほ と ん ど育ててない。

小形:前沢には馬の馬喰 と 、 牛馬喰がいて、 小形盛

は馬専門。 牛 は牛馬喰 さ んが専門でやって ま した。

山形:進 さ ん は 小形 さ ん の 手引 き で馬の買い付 けか

ら は じ め られ た と い う わ けですね。

小形:そ う です。 昭和24 年の夏 は馬の相場が ま あ ま

あ高かっ た わ けですが、その秋か ら 馬の相場が急激

に下が り ま した。北海道か ら 馬 を 持って き ても値段

が折 り 合わないので、 た め らっていた わ けです。 そ

う し た ら 11 月 に な って雪が降って き ま して、 早 く 馬

を下げて く れ と 北海道か ら 幾度も催促の電報が き た

ので、 行ってこい と 言われて、 初めて釧路の標茶 と

い う と こ ろ に行 き ま し た。

山形 : その 時大儲けしたって話が伝わってるんです
が。

前沢牛
小形 . 大儲けしたってい う の はその後、25年 の年で

す。 25年の年 は ひ じよ う に儲かったもの ですか ら 、

ま た標茶に行 こ う と 小形 さ んに言い ま し た。6月 2 0

日過ぎた頃だ、った と 思い ま すが、借 り て き た2 0万円

と 合わせて7 0万円をもって、標茶に行 き ま した。そ

して連絡船に乗っ た時、 朝鮮動乱が始 ま り ま した 。

朝鮮動乱が始 ま れ ば釧路・キ艮室にソ連軍の軍隊が上

陸するだろ う と い う こ と で、ほ と ん どの馬喰が引 き

返し ま したし、 小形 さ んも帰ろ う か と 考え た よ う で

すが、 や は り 標茶に行こ う と い う こ と に な り ま し

Tこ。

3 日間 の う ち 2 日間はセリ にな り ま せ ん でし た 。

全 く こ ち ら のいいな り で、 い く ら で買える と い う こ

と で、 そ こ で 53頭買い ま した。

山形: あ あ 、 そ う い う こ と があった のですか。

小形 : 7 0万の金で53頭買って、 16頭売って45万に

なった と 思い ま す。 そ う い う こ と で儲 け た ん です。

それが25歳の時。

山形 :25歳で、も う そ う い う 目 利 き だ、っ た ん ですね。

進 さ んは子どもの頃に新潟に住ん で、いて、朝鮮か ら

来る牛 を た く さ ん見てい ま し た。その頃肉牛に対す

る関心 と い う の は東北人には ま だなくて、牛肉は食

べもの で は な かった。 しかし、新潟の馬喰の 町に住

んで、 朝鮮か ら入って く る牛を た く さ ん見ていて、

時代が徐々に馬か ら牛に動 き つつあるん じ ゃ ないか

と い う こ と を既にその頃予感した と おっしゃ られて

ま したが、そ う い う 予 感 と い う の は早 く か ら やっぱ

り あったのでし ょ う か。

小形:あ り ま したね。 馬 と い う の は、 起 き る と ま ず

草を やって、 ご飯の時にやって、 ま た タ バコ と いっ

て食べ さ せて、 お昼食べ さ せて、 タ バコ を 食べ さ せ
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て、 また夕飯 を 食べ さ せて 、 そ し て寝る時食べ させ

て、 と い う よ う な わ けで6回も7回も食べさ せるわ

けです。 その点牛は3回食べ さ せれば、 も う 終わ り 。

今は2回です。 牛は質素 だ し 、 肥育法も簡単。 し か

もお と な し い。 と い う わ けで、 馬 と か な り 違 う 。 そ

ん な こ と を考えてま し た。

それに私の育 て られた新潟の漆山では、 す ぐ近所

で朝鮮に行って牛を買って く る馬喰がいま し た。 そ

の 人は兵隊に行って朝鮮牛 を 知 り 、 それか ら買って

き た と いっていま し た。 そ ん な こ と で、 牛は よ く見

て いま し た 。 他にも馬の馬喰で、 若い衆5、 6 人 を

置いている人がい て 、 馬喰 と い う ものは非常に勇ま

し いもの だ な と 思っ て い ま し た 。 それが岩手に来

て 、 小形盛 と い う 人 を みてこれが (有名 な )岩手の

小形盛か と 思 いま し た。なに し ろはっ き り モノ を い

う 人 で、 な か な か の 人 だ な と 私は感心 し た わ け で

す。

山形:そ う ですか。 それ じ ゃ あその小形 さ んに会わ

れて、 小形家の婿養子に入ってその小形家 の 当主 と

一緒に仕事するって い う こ と は、 す ごく喜び、だった

ですね。

小形 まあ、 喜 び と い う よ り もやっぱ り 私は生 き 物

が好 き だ、った ですか ら 、 自 分のかかあ よ り も 牛の ほ

う が好 き だったかも しれません。

山形 : さ て、 進 さ んは、 若い頃 ひ と 月で 2 0頭か ら 30

頭の馬の取引を 1 人でやって き たそ う です。 ひ と 月

に 2 0頭か ら 30頭 と い う と これは忙 し いですね。

小形 : そ う ですね。今の若い の を 見る と 6時頃か ら

起 き てポツポツですが、 私の頃は夏であれば3時半

か4時。 それか ら 、 食堂 と い う もの があ り ませ ん で

し た か ら 、 馬喰 と い う 商売では食事はl日 2 回で我

小形氏 ・ 山 形氏
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慢 し な ければい か ん な 、 と い う よ う に考えていま し

た。

山形 : 牛 と 同じですね。

小形:でもやっぱ り 、 勝負が好 き でし た か ら 。 それ

は抵抗あ り ませんで し た。

山形 : そ う ですか。 その頃小形家 の屋敷はその一部

が馬のセリ市になって い た ん だそ う ですね。それほ

どこ の前沢の中では馬の売買が盛んで、その中心に

小形盛 さ んがいた と い う こ と ですね。 当時の日本を

振 り 返って見ます と ち ょ う ど戦後10年 目 です。日本

は よ う やく復興しつつある と こ ろ です。 当時の小形

さ んは岩手の馬を九州、|へ、 そ し て九州の牛 を 今度は

岩手に移送する。 そ う い う こ と でl年中家にじっと

し て いるこ と がなかった。 奥 さ ん か ら 話 を 聞 き ま し

た ら 3ヶ 月 も4ヶ 月 も帰って こ な い と 。 で、 ど こ に

行ったかもわか ら な い。馬を連れて売 り 歩 き 、 そし

て売った先で牛を買ってそれを貨車に乗せてこち ら

に送る。 東北か ら 九州そ し て関西を動 き 回って い た

んですね。 その当時は買った牛、 売るため の牛は全

部貨車で移送するわ けですね。 九州、lか ら です と 6日

間 ぐ ら い かかっ た んですか。

小形:当時ね、 九州の者rl�成か ら 日豊本線 を 通 ら ずに

熊本の 方 を 回って、 貨車で5 日泊まって6日自の朝

に前沢に着 き ま し た。 北海道の場合は8日か ら 9日

かか り ま し た。

山形 :6間 ぐ ら い連ね て い く んだそ う ですね。 1 ì荷に

馬は どの く ら い積めるんですか。

小形:2 才馬の場合だ と 17、 8頭。 子牛の場合 だ と 、

27、 8 頭か ら 30頭ですね。

山形 : 随分違 う んですね。

小形 : 違 います。 大 き さ が違います か ら 。

山形・ そ し て昭和40年代に入 り ます。

こ の 頃にな り ます と 、 小形盛 さ んは肉

牛の肥育にの り だ し始めます。 肉牛五

頭か ら始め た そ う です。 当時和牛の肥

育は、 日本全国あちこちで徐々に高ま

り つつあって 、 和牛の名産地 と い われ

るところ カfぽつぽつ と ではじめる。で、

その時に進 さ んは考えま し た。 家畜商

と し てはも う 馬では駄 目 だ。 必ず和牛

肥育の時代が来る と 。 だか ら和牛 を 知

ら なくては駄目 な んだ と い う こ と をそ

の頃つ く づ く d思った と 、 おっ し ゃ って

います。 当時有名だったのは、 但馬牛

と か、 鳥取牛 と かそれか ら 先ほ ど講演



をされた福井先生のご 出 身の烏根県の島根牛 と いう

の も あ り ま す。 そ れか ら 、 鹿児島牛な ど と いうの も

そ の頃名前が出 ていた そうです。そういういろいろ

な和牛、 黒毛牛が、 改良されて各地で競う よ う に

なっていた。

そういう中で前沢牛 をどうすればいし、か と いうこ

と を 小形進さ んは考えて、 そ こ か ら 努力 を 始め ま

す。 小形さ ん が お っしゃ るには、 前沢には牛はな

かった。 だ けど、 な かったか ら で き た。 つ ま り 、 い

ろ ん な よ そ のよ「ーを 交配させるこ と に よ っ て 、 全 く

違った も の を つ く れ ばいい と いう こ と に気がつい

て、どの よ う な前沢牛をつ く るか頭に ひ ら め く こ と

があっ た と 言うのです。 これは先見の明 と いうか、

そ れぞれの土地の牛飼いた ち が伝来の牛 に こ だわっ

ているその時に、前沢で全 く 違った タ イ プの新種の

牛をつ く ってい こ う と 考 え ら れた んですね。

小形 : 夜、は主 に鹿児島、 宮崎、 大分の一部を中心に

して牛を買っていたので、 お客さんは東北、 関東に

はい ま せ ん でした。南の首都大阪の貝塚、 堺 と か、 姫
路、尾道、 鹿児島のお客さんが多かっ た と 思い ま す。

そ して、 四国 の 人 も 、 高 知 の人、徳、烏の 人、 やっぱ

り そ れぞれの見方が違う わ けです。改良和牛 と いう

も のはそこ ら 辺 を 考 え て 、 ひ じように肉質 も よ し、

結局目方 も でる、 ま た 発育 も いい と いう牛 な ん で

す。和牛の進歩 も たいした も の です。 これはやっぱ

り 褒め て お か な く ては。 私が初 め て今の品川、芝浦

(東京食肉市場)にいった と き は、 だい たい 目 方で馬

であれば60貫 7 0貫、牛は5、 6 0貫だ、っ た んです。5、

6 0貰 と いう と 、23 0 キ ロ 、 250キ ロ ぐ ら い な ん です

ね。そ れが今は400キ ロ 、500キ ロ と いう体重の牛が

出 て き ている。 だか ら倍の牛 に な り ま し た 。 そ れ だ

け進歩した と いう こ と じ ゃ ないでし ょ うか。

山形 : この よ うに、 前沢牛をどうつ く るか を 考 え

て、そ れ ま での馬を売った り 牛 を買った り と いうの

ではな く 、方向転換 を し ま して 、 家畜商 自 ら が 自 分

の手で牛の肥育をやろう と 、完全に頭を切 り かえっ

て し ま っ た わけで‘すね。そ こ か ら 肉牛の肥育への小

形さんの努力 が始 ま り ま す。昭和4 8年、1973 年 に 前

沢肉牛協同出荷組合 と いう も の を 作 り ま し て、進さ

んが初代組合長 に選ばれ ま した。そして昭和49年か

ら平成13 年 ま での問に2 8回 を 数える東京の食肉市

場で催された共励会・共進会で、 前沢牛が次々 と 優

秀牛に選ばれ始めるんですね。 そ れか ら 10年経っ

て、昭和58年に 全国肉用牛枝肉共励会 と いう全国的

な会が東京に結成され ま し て、そ こ で も 前沢の肉牛

が連続して次々 と 名誉賞 を獲得していった。昭和60

年代か ら 平成の初期にかけて前沢牛の黄金時代が始

ま る わけです。 そして小形さんの小形牧場 も 4 年連

続して全国の優秀賞を受賞し ま して、 平成2 年には

名誉賞 と いう最高賞を獲得し ま した。これ ま で前沢

町の牛は過去6 回名 誉賞を袋得して いるそうです

が、 こ の よ うなケースは全国的 に も 例 がな く 、 前沢

牛は 日 本中に知 ら れ てい く よ う に な り ま した。そし

て、 そういう流れの中で平成7年 に全国 で も 比類の

ない前沢町立牛の博物館が完成する わ け です。ち な

みに 平成10年度に東京 に 出荷した前沢牛932頭のう

ち 小形牧場の 出荷頭数は45パーセント。約半数に達

していま す。 現在どの く ら い牛はい ま す か。

小形 : 650、 60頭 ぐ ら い だ と 思い ま す。 だいたい1 ヶ

月 3 0頭出荷で年 360頭出荷 と いう 目 安です。

山形 : 小形さんか ら伺った言葉の中に、 こういう言

葉があるんです よ 。牛の肥育っていう も のは、資本

の勝負なんかでは全然 ないんだ。牛 と 話 を するって

こ と な ん だ。牛の耳 を 見 な が ら 牛 と 対話する と 上手

く い く と 。 決してお金の問題 じ ゃ ない。 資本の問題

じ ゃ ない と 。

小形 : その 通 り だ と 思っていま す。資本力があった

か ら と いって、 やれる と いう も の では ない。やっぱ

り 人間 と牛 と の 出会いって言うんでし ょ うか、牛 と

いうのは 自 然 だ と だいたい12、 3 年か ら 15年生 き る

ん です。 それを 3 年足 ら ずで命 をカットする わ け で

す。だか ら それ を 13 年、15年っ ていうわけ にはいか

ないけど10年分を 3 年間 に縮めてし ま うの だ と いう
気持ち が な かった ら 、 やめ たほうがいい と 私は思っ

て い ま す。その気持 ち がな かっ た ら 結局金儲 け だ け

に な り 、牛 も 報 われない と いうふうに私は思ってい

ま す。

山形:さ き ほどは会長の福井さ ん か ら 、 エチオピア

のボディ族の子供達が 自分の運命 と 牛の運命 と を一

つの緋の よ う に 考 え て 人生 を 生 き る と いう お 話 を

伺った ん ですが、前沢で も こ の よ うに牛 と の緋で生

き ている人がいるんだ、 と いう こ と を 私は小形進さ

ん を 通して知 り ま した。改め て 人 間 と 牛 と の織 り 成

す文化っていう も のの大 き さに感動し深 く 心 を集中

させるこ と がで き た と 思い ま す。どう も 小形さん有

難うござい ま した 。

小形:あ り が と うござい ま した。

* r馬喰」について : 近年では「家畜商」が一般 的

ですが、対談の時の雰囲気 を 伝 え る た め に そ の ま ま

「馬喰J を使用し ま した。
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「森の学校jと「子育てごっこj

河合雅雄(京都大学名誉教授)

三好京三 (直木賞作家)

三灯 河合さん よ ろ し く お願い し ま す。 面白い ご縁

だ と 思い ま し た。笑は私、 昨日、 北京か ら帰って き

た ばか り です。 北京で栗原小巻出演作品の映画祭が

行われた んですね。 I子育て ごっ こ jと いう私の小説

も映画に な り ま して 、 こ れ に栗原小巻さんが女先生

と し て出演 く ださっているわけです。その映画も映

し て い た だける と いうので、 女房 と 一緒 に行って ま

い り ま し た。 そ し て 、 他の映画もみて 、 涙 し て 、 私

の よ うなものの作った原作が映画 に なって北京の皆

さん、 中国の皆さん に見て い た だ い た 。 感 激 し て

帰って き たわ けです。 そしてす ぐ に昨夜、 映画f森

の学校 j を拝見いたし ま し た。ああ、 こんな に 自 然

と 親 し む 、 そして病気がちの小学生時代 を過ご し た

の に 、 いざl喧嘩 と なる と 中隊長の息子もぶっ飛ば‘す

よ う な 、 素晴 ら し い 少年がい た。 感動 し ま し た。 そ

ういうわけで、 今日は、 学会 と いうのは今 ま でお 聞

き し た り 、 見た り し て 、 肩肘張って 、 力 んだ討論す

るばか り じゃ ない。 楽 しみ な が ら お話を 伺って い い

の だ と いう風に少々安心 し ま し たの で 、 だ い た い、

河合さ ん の 本にも触れ な が ら 河合さんの少年時代、

或いは青春時代 と いう風なお話を お伺いした い と 思

い ま す。 よ ろ し く お願いし ま す。 ま ず、 どうし て 身

体が弱 い の に山や川が好 き だ、ったのか、 これは兄弟

のせいです よ ね。

河合 :そ うですね。 子 供の時に本当に自然が好 き

で、 動物も植物も好 き で し た。 それで植木も好 き で 、

よ く 植木市 な んかに親父が連れてってくれたんです

が、 子 どもの頃は家の中ではウエマサな ん て呼ばれ

ていた。植木屋の ま きや ん です よ ね。 自 然好 き は生

ま れっ き かも し れ ま せんね。 兄弟もほん と に 自 然好

き が多かった。 私は男ばっか り 6人兄弟で、 私は三

男、 五男の隼雄って いうのが心理学 を や り ま した け

ども、 彼な んかはあん ま り 好 き じ ゃ なし、。好 き でも

嫌いでも何でもいいか ら 、常に外 に引っ張 り 出 し て

い ま し た。かれは よ く言うん です。「いや一、 わしは

生 ま れつ き あん ま り 外で遊ぶのは好 き じ ゃ な かった

け ども、 ザ|っ張 り ま わされているうちにやっ ぱ り 自

然が好 き に な ったJ と 。 ま あそういう と こ ろ がある

んですが、夜、はもう、本当に 好 き だった。 と ころ が、

病気はですね、 小学校 3 年の時に 小児結核 に な った
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んですが、 こ れは本当に不幸な こ と で し た。 小学校

1 年 の時 に兄弟全部百日咳にかかったんです。 百日

咳って いうのはもちろ ん薬なん でものはないです よ

ね。 家1=1コの子 どもがごほん ごほんl広をしてい た。あ

の当時はカラ ス ガ イ っていう大 き な淡水性の貝がお

り ま す よ ね、 そ れ を採って き て 焼 い て食べる と 効

く 。 それで当時の こ と だか ら 炭火で焼い て 、 母親が

焼いて く れ ま した よ 。 ち ょ うどアワビ く ら いの大 き

さがあ り ま す。 あの匂いは今でも懐かし い と いう

か、 ち ょ っ と し た郷愁 を 覚 え ま す。私は特に ひ ど く

て 、 咳 を する と 鼻血が出 た ん です。あ ま り に ひ ど く

て貧血状態 に なった んです。今だった ら 色々サプリ

メ ントや栄養剤があ り ま す か ら 、 貧血も治しやすい

でし ょ うけ ど、 あの当時は貧I血で、 身体が弱っちゃっ

た か ら 結核に なった んです。 母親に言わせ ま す と 、

幼稚園 く ら い ま で非常に健康だった と いって い ま す

が、 も と も と は上等に生んで、も ら った ん だ と 思うん

ですね。 ですか ら 、 腕力だけは強 く て、 それか ら運

動もさせれば、 例えば走れば1番、 跳んでもl番 だっ

た ん だ け ど 、 す ぐダウン し ち ゃって選手には全然な

れ な い。 そういう点ではかわいそうな子 どもだ.った

と 思い ま す。 ただ、 本当に 自 然が好 き で 、 鳥も虫も

魚もみ ん な い い仲間で し た か ら 、 それが自分 を支え

て く れ た と 思い ま すね。

三好:幼児期はご丈夫で、い ら っしゃ った。

河合: え え 。 幼児、 小学校l年 ぐ ら い ま でですね。

三好 : 実は私も中学2年生の と き に結核 にかか り ま

して、 一関中学 と いう と こ ろ ですが、 そこを休みす

ぎる と 落第し ま すね。 ですか ら学年をl年後れ まし

た 。 先生がお丈夫だった の に小児結核 に な ら れたの

は、 やっぱ り 結核は伝染病だか ら です よ ね。生来お

弱 い と いうよ り は小児結核で、つ ま り 伝染病で学校

に あ ま り 行か れ な く な った と いうこ と に な り ま す

ね。 私の 親も結核で死んでお り ま す し、 それで結核

仲間 と いう親 し み を 覚 え た わ け であ り ま すが、 それ

に しても幼児期 に いい育ち方 を なさったか ら 、喧|嘩

やっても勝つ よ う な 強さがあ ら れ た ん だ と 思 い ま

す。あの『少年動物誌jを拝見しでも、 そ れか ら 昨

日の映画にもあ り ま したが、ス モモ泥棒の場面であ

のゴリラ と いうおじさんを巻い た と こ ろは面白かっ



たです よ 。 私 ら も よ く 北上川に泳ぎに

行 き ま した。やは り 途中H院です か ら 、 初

菊畑があ り ま すと葡萄を頂いた り した

も のですが、 河合さん も ス モモの魅力

には勝て な かったといい ま すか、 あ の

へんの映画はとて も 楽しかった。

河合:三好さ んは小学校 の 先生 を な

さってい ま すか ら よ く ご存知でし ょ う

けど、 とにか く 子ど も って い う の は

ち ょっと悪戯したいんです よ ね。 だか

ら 、 エン ドウを盗っ て ち ょっと食べる

とかですね、 それほど美味し く ないん

です よ ね 、 エン ドウの生っていう のは。

と こ ろ が怖いお じ さ ん がい て 、 こ ら ーって い う の

を 、 目 を盗んで、盛ったとき のあの味ってい う のは も

のすご く 美味しいんです よ 。それで城にあるスモモ

は、 特にゴリラってい う 怖いお じさん がい た か ら 、

あのおじさん の 目 を く ら ま して盗るってい う こ と

は、 こ れは も う すごい快感な んです。ち ょっとした

ヒ ー ロ一気取 り な んです。子ど も の と き ってい う の

はたいていの 人が悪戯好 き っていう か、 そ う い う こ

と を やったんじゃ ないでしょ う か。 それで、 昨 日 も

言い ま し た けど も 、 あのゴリ ラ おじさん が結局は子

ど も を温かい目で見て く れてるってい う のが、 あの

当時のとて も いいとこ ろ だったと思い ま すね。

三好 : 皆さんご覧になったと思い ま すが、 夜、はほん

とにあそ こで感動し ま した 。 ゴリ ラ っていわれるほ

ど怖いおじさんで すが、 学校のカバンを忘れ た の

を 、 持って来 て く ださったんです よ ね。そこで、 先

生 も ご本でおっし ゃっている よ う に、 ああい う 付 き

合いの中でいわゆる社会性 も 育つ。 ゴリラのお じさ

んは優しい人だったん だ なあ、 とい う 感想を持つ場

而 な んか本当に感動的でしたね。 そして、 ど な た も

あの映画をご覧になった り 、 或いは先生 の 本 を拝見

した り して 、 な つ かしの少年時代 、 少女時代 を 思い

出され たと思い ま すが、 私 も 、 回のあぜ道に沿った

セキ、 こ の辺でセツコって言い ま したが、 そ こ で よ

く フナや ドジョウ を 捕 り ま した 。 そしてそのドジョ

ウを喜んで祖父が食べて く れると、 わあ、 いい な と

思い ま した し、それか ら 、 やっ ぱ り 釣 り にいった り 、

先生の本に も 、 手掴みするってい う のがあ り ま し た

ね。 ウナギ な ん か も 手掴み な さい ま し た よ ね。 それ

で、 私 を 川へ連れて行った4級、 5級 く ら いの先輩、

高等科の先輩はあぜ採 り と言い ま して 、 川のあぜを

手で探って 、 ウナギを掴み ま した。 私はそれを思い

出し ま し た。 やっぱ り 先生は魚や小鳥は手で、捕るベ

河合氏・ 三好氏
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き だ とい う ふ う な こ と を替いて ら っし ゃ い ま す よ

ね。

河合:そ う です ね 、 あれは一騎打 ち みたいなと こ ろ

があるんです よ ね。 向 こ う は向 こ う で も ち ろ ん逃げ

たいし、 こ ち らはこち らで何とかして捕った ろ う っ

て い う の があるわけで=。 それで『少年動物誌j の中

では、 lつ の象徴的 な題材として 「 タ ヒ バリ」って

い う の を 書いた んです。 空気銃を も って追っか け ま

わして、 向 こ う が疲れ果てると、 何とか近寄って、 ほ

ん と も う ボ ロ の空気銃ですが、 撃てるってい う と き

に止め て 、 こ っ ち が飛 びかかってい く とい う 話で

す。子ど も の気持ちっていう のはそ う い う も ん だと

思 う んです。 魚掴み も ほんとに貯 き でして、 だいた

い 大 き な 岩 や 石の下にいる の を捕 ま えるんですけ

ど、 手 を入れ た と き に魚 が ち ょっと触れた り 、 ヌ

ルっとし ま すね。 あれがほんとに楽しい。 魚はな ん

とか逃げ よ う とするが、 な んと か こ っ ち は捕ろ う と

する。 一種の小さ な戦いです。 私は子ど も が 3 人い

るんですけど、 3 人の子ど も にやっぱ り こ れ ぐ ら い

は教えておかないとと思い ま して 、 魚のつ かみど り

は娘に も それ を 教え ま した。

三好:私は こ う い う 回舎町に生 ま れ ま したが、 山村

はさ ら に田舎だとい う 風に言われ ま す。 その僻地の

分校へ、 女房と一緒に小 説『子育てごっ こ j を 書い

た分校に行ったんです。 そ こ で分校 の子ど も た ち

が、 勉強が得意で な かったのは、 本 人の才能がない

のでは な く て 、 前の先生の教え方が悪いか ら だとい

う こ とがはっ き り し ま した。 そして何 よ り も 、 私は

小説家になるためには人聞 を客観的に見つ め な けれ

ばいけない。 だ か ら お世辞ばか り 言つ て ないで、 良

いとこ ろ も 悪いとこ ろ も 冷静に客観的に見つめてそ

れ を普 く 。 そのつ も り だったんですが、 意地悪に見
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るのが客観的 と い う 風に、 思い込んでいるふしがあ

り ました。 そして、 僻地 ・ 分校教育研究会に行 く と 、
先生方が{陣地の子 ど も はみ ん な 成綴が悪い と 、 悪口

ばか り 言 う ん で す ね。 それ を 聞いた ら 非常に腹が

立って、 いや、 僻地の子 ど も は才能がないの じ ゃ な

い。 特にわが分校の場合は、 先生の教え方が悪かっ

たんだ。 実際前の先生は村人 のお世話ばか り して、

お茶ばか り 飲 んで、 自 習 ばか り さ せていたの で、 そ

の結果子 ど も た ち の学 力 がつか な かったのです。 そ

れで私は、 よ し、 この分校の生徒の良い と ころ ばか

り を研究会で発表し よ う と 思いました。 これは探さ

な く と も 分か り ましたね。 魚捕 り な んか、 み な 名 人

でした。 l 年生 な のに高い木の校にぶ ら下がった

り 、 そ こ か ら 宙返 り してお り 、 ま さ に自然の中での

遊び方は名 人でした。 ですか ら 、 掛け算九九 と か漢

字の読み書 き が出来ないのは先生の教え方が悪いだ

けです。 分校の生徒は 自 然 と の遊び方の名 人 で、 イ

ワナな んです ごい川 魚を 手掴みした り 、 河合さ ん も

書いてお ら れましたが、 ヤスで捕った り ですね。 そ

れ か ら 夜 、 針を かけておいて、 翌日行 く と ウナギや

イ ワナが釣れている。それ ら を 私は分校の生徒た ち

か ら 学びました。 それで、 分校 な ん か1 年でお さ ら

ばして楽な学校に行こ う と 思ってい た のでしたが、

そ の分校が大好 き に な り ました。 子供 た ちは働 き 者

で、 自 然 と の遊び方の名 人で、 我慢強 く て頑張れば

た ち ま ち 本校に追いつ く よ う な 学 力 も 獲得しまし

た 。 そ う い う 意味では良い と こ ろ を 見つける、 その

中に子供た ち の自然 と の接し方があ り ましたね。

河合:三好 さ んが書かれた 『子育てごっこjは、 だ

いぶ前に拝見したのですが、 今度はあの『分校物語j

と い う の を 読ませていただいて、 本当 に感動しまし

た。あの分校の子供 た ちは駄 目 だ、 学力 で き な い 、 と

皆 さ んこ う 決めつけてたんですか ねえ。

三好:決めつけていました。

河合: こ こ に書かれているこ と は、 小学校5、 6 年

で国語がで き る子が3分のl以下だ と か、 漢字は簡

単な こ と も 全部ルピをふる と か、 な んか、 ま と も な

人 間 と して扱 つ て な かっ たってい う よ う な気がす

る。 それはま と も な先生の感覚では、 ちょっ と 我慢

で き ない。 ふつ う は許せない、 と 思います け ど も 。

三 好 : 小 さ な 学校では、 l、 2 、 3 年 生 を ま と めて

一人の教師がみる。 それか ら 私は 4、 5、 6 年生。 そ

れ を 3複式と いいましたが、 45 分の中でl学年につ

き15分ずつしか教え られない。 そ う する と 、 修IJえば

東京の学校では生徒は45分間 のl時限をまるまる教

わる。 田舎の分校では3分のlしか直接先生か ら 教
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わ ら ない か ら 、 3分のlの学力しかつか な い か と い
えば、 やっぱ り 教え方があって、 後の30分は自習で

き ますか ら 、 よ い 自 習の仕方、 先生 と 一緒に勉強し

ているの と 同 じ く ら い学力 がつ く 自 習の仕方を教え

てお く と 、 単式の学級に追いつ く こ と がで き ます よ

ね。 僻地複式分校教育研究会 と い う と こ ろ があっ

て、 そ こ で勉強しよ う と する と 、 先程申しまし た よ

うに、 僻地の子 ど も は勉強がで き な い と い う 悪口ば

か り な ん です。 それで、 この よ う 先生は駄目だ と 思

いました。 よ い先生でない と 単式で も 複式で も 、 田

舎で も 都会で も 、 児 童生徒は不幸ですね。前沢の隣

の衣川の大森分校の子 ど も たちはみんな自然 と の遊

び方の名 人で、 働 き 者で と て も いい子供ばか り でし

たが、 前の先生の教え方が下手で、、 自習ばか り さ せ

て、 11時限の 3分のl の授業 も し ないの で学力 が低

かった。僻地教育全国大会に行っ た と き 、 愛知県の

先生で、 わが分校は本校 よ り も 成績がいい と い う 先

生がお り まして、 わあ、 すごいなぁと 思いました。 で

す か ら 、 やっ ぱ り 学力は教師の力量に よ る と こ ろ が

あ り ますね。

河合:複式つてのは確かに難しい と 思 う んです。 少

人数学級です よ ね。 分校では38人く ら い をl年か ら

6 年まで分ける。 だか らl学年5人 と か6 人 と かです

ね。 上手にやればほん と に上手 く い く し、 下手すれ

ばl年 と 6 年を ど う やっていいかな んて、 先生は混

乱して嫌になる と い う こ と が起こ り えますね。

三好: そ う ですね。 昔は50人 も l学級にいて、 先生

が と て も I人l人に手が回 ら な いで、いました。 と こ

ろ が、 河合 さ んがおっしゃ った よ う に分校は複式で

人数が少ないか ら 、 l 人 l 人に日が届 く と い う 良い

と こ ろ も あったわ けです。

河合:結局教育 の基本は何か、 どの よ う にして教え

れ ば よ い の か と い う 問題ですが、 三好さ んは、 lつ

の非常にいいこ と を 仰っている と 思 う 。 袋めるこ と

だ と 。 あれはすご く 大事 なこ と です よ ね。 人間って

自 分自身に対しで も 人に対しで も 、 欠点や短所は非

常に分か り やすいです よ ね。 と こ ろ がいい所つての

は分か り に く い。 自 分 自 身 のこ と は分か り に く いか

ら 、 何かいい と こ ろ があるのだか ら 、 それ を 見つけ

る の を 手助けしてあげるのが、 先生や親や友 だ ち だ

と 思 う ん ですね。 だ か ら いい関係を 作って、 その子

の良い と こ ろ を 見つけてあげる、 これが多分l番大

事 な こ と でし ょ う ね。 私は思 う んですけ ど、 人の欠

点、 と か短所は直 ら な い。どん な 人 も 直 ら ない と 決め

てしまったほ う がいい と 思 う んです。 今まで日本の

教育ってい う のは、 欠点、 短所を で き る だけ な く し



ていこ う と。な く して し ま えば人格円満な子 どもに

なる、 あるいは人 間 に なる と い う 教育が多かった と

思 う んですね。 そ う じゃな く って 、 も う それは直せ

ない、 だか ら 良い と こ ろ を 見つ け て 、 良いところ を

伸 ばしてやる。 そ ち ら のこ と が大事だと思 う ん で

す。 例 え ば、 欠点、 短所 と い う のは 自 分の 人 格 か ら

出 ている腕み たいなものです よ 。 な く すってい う の

は、 これを切る よ う なもんです よ ね。そ う と う 血が

出 て 、 非常に醜い癒痕 に なる。 けれ ども、 良いとこ

ろ を伸 ばすのは、 欠点、 短所 を置いた ま ま 、 良い と

ころ を増やしていって 、 これを全部覆ってい く とか

えってそ の 人の欠点や短所ってい う のは、そ の 人 な

り の 人格の彩 り みたいに なる、 そ ん な 感 じ がするん

です よ ね。

三好 : 確か に そ う ですね。 その褒め ることについて

ですが、 私は岩手県の北のほ う の学校に勤め ている

頃は、 非常に乱暴な教師だったん です。しかし、 み

ん なと教育研究をしている う ち に、 少しずつ教師 ら

しい勉強の教え方が分かつて き ま し た。 ある時非常

にお どお どした子 ども を大げ さ に褒めた ら 、 非常に

元気 に な り 、 い じめ ら れ て ばか り いたものがい じ

めっ子 に言い返すほ どで し た 。 これは朗読 を ち ょ っ

と 褒 め た の でしたが、確かに褒めることが大事だ と

思い ま し た。良いところ を褒め ている間 に欠点が個

性に なるとい う よ う な 河合 さ ん の お話、 とても よ

かったと思い ま す。

河合 : よ く 、 日 本では、 日 本人って 非常に優 秀 な 民

族だけ ど独創性が育 た な いとか、個性が育 た な いと

かいわれ ま す よ ね。 その l つは基本的な教育方針に

あると思 う んです。 例 え ば、 日 本はい ろ ん な徳 目 を

あげてそれを全部や ら な ければな ら ない と 。い ち ば

ん象徴的 な のは、 僕 ら の子供の時に 教え ら れた教育

勅語 な ん ですね。 今でも覚えてるんです。「父母ニ孝

ニ兄弟ニ友ニ 夫婦相和 シ 朋 友相信ジ恭倹己 ヲ 持 シ 」

とかね、 いいこ と ばっか り 書いてあって、 そ れ を

やった ら 確 か に す ごい立派 な 人 に な るでし ょ う 。だ

け ど、 それはい わ ゆ る君子聖人 の 人 格像 を描いて

て、 そ れ に 皆 なれ と い う こと な ん で、 それは無理

だ と 思 う んですね。全ての 人が君子 聖 人 的 に なれた

はずがない。なの にそれが出 来 な かっ たお前は駄 目

だっていう 言い方 に な っ ち ゃ う 。 とこ ろ が臥米 の 、

例えばモーゼの 十戒とい う のがあ り ま す よ ね。汝姦

淫するな かれ と か、 神 を 恐れ よ とか、 人 間として絶

対しでは な ら ないこ と を決め てあって、 それ以外は

何したっていいです よ 、 ま あ極端に言えばそ う い う

教育 だ と 思 う んですね。だか ら 日本 の教育と非常に

対角線上にあると思 う ん ですが、 と寺っ ちもも ち ろ ん

長所欠点はあ り ま すけ ど、 日 本的 なあ ま り に全部を

ゃ ん な さ いってい う のは、結局不可能な こと をいっ

ている。 そ の た め に その子ども を 萎縮 さ すとい う こ

とが起こ り う ると思い ま すが、 ど う ですか、 先生。

三 好:確かに、 私 らは教育勅語に謡 われている よ う

に 生 き な さ いって教わ り ま し た し 、 戦後、 教育勅語

が否定 さ れた あ と の教育基本法な どでも、人格の完

成 を 目 指し、 な ん てあ り ま すか ら 、 そ う い う 人格の

完成した人って何か と い う と神様みたいなとこ ろ が

出 て き ま すね。そ う い う 意味では、 ほんと に 河 合 さ

んがおっし ゃ った、良い と こ ろ を褒めている う ち に

欠点が個性に なるってい う 、 人 間 の育 ち 方、育 て方、

とても魅力があ り ま す。 それか ら 、 教わる よ り も獲

得するとい う 部分が子 どもにも大人にもとても大事

だ と 思 う んですが、 河合さ んは学校にはあん ま り 行

か ないし、勉強も得 意 でないってい う ふ う に 書いて

お られ ま すが、 読書はお好 き だった ん です よ ね 、 小

学校の時か ら。

河合:そ う な ん です。ですか ら、何もしな ければやっ

ぱ り 駄 目 だ‘った と 思 う んです が、特 に当時はテ レビ

と か ラ ジオもない し 、 学校休 ん でる ん で暇です よ

ね。 そ う する と やっ ぱ り 本読むしかし ょ う が ない と

い う と こ ろ もあ り ま し た。それ と 、 幸いなこ と に 、 当

時児童文庫とい う のがあ り ま し た よ ね。北原 白 秋の

弟の北原鉄雄 と い う 人 がア ルス社か ら 出して ま し

て、全部で76巻く ら いある。私は時々児童関係の出

版社の 人に言 う んです け ど、それを書いてる人が当

時の一流 な ん で す よ 。 童話は島崎藤村 、 民話は柳 田

園男、 詩は北原白秋が書いてる、 と い う 風 に ですね。

それで、 動物編ってい う の があ り ま し た 。 これは、

京都大学の生態学講座をはじめ られた、 動物学の教

授の川村多笑二先生、 そ う い う 当イt一流に子 どもの

本 を 書かせ た ん です。と こ ろ が ま た そ の 人 た ち が書

いたってい う こ と がすごい と 思 う ん です。非常に 感

動した話があって、 私も子ども向け の 本 を 時々書い

て ま すが、 自 分が学ばねばな ら ない と 思 う のは、 京

都大学に大総長っていわれた何人かの中に、浜田青

|凌ってい う 、 日 本 の考古学の草分けの人がい ま す。

そ の 浜 田青陵 さ んが『考古学』 と い う 本 を 書いてる

んです よ 。 で、 その弟子の 人が警いてるの を 見た ん

ですが、 浜 田大先生は非常に大局的なことや、 ある

いは見通したこと、 大 き なこと を 開拓した。そのか

わ り 細部は間違っていた り 、 非常に空想的なこ と が

ある らしいんですね。 そ う い う こと を 先 生 に い う

と、 それは君 た ち がやればいいんだと。 そ う い う 非
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常 に 大 ら かな と こ ろ も あ っ た よ う です。 と こ ろ が、

そ の ア ル ス社 か ら 子 ど も の 本 を 香 け と い われて、 そ

れで書 く と 覚悟 し た時、 大学を 1 ヶ 月 休 んでその子

ど も の本に没頭す る んです。 子 ど も の本を 書 く と き

は、 間 違っ た こ と を言 っ ち ゃ な ら な い。 考古学 は科

学です か ら ね。 科学 と して 間 違 っ ち ゃ い け な い、 と

言 っ て 、 全 身 全霊 を か け て お書 き にな っ た。 そ れで、

私 ら も 子供 の 時 に 読み ま し て 、 も ち ろ ん、 浜凹背陵

な ん て 人 は どん な 人か知 り ま せんが、 そ う い う 精神

や気迫 は子 ど も に伝わる んですよ ね。 だか ら 小学校

3 年の 時 に も う 「 ド ル メ ン j と か、 変な も ん覚 え る

んですね、 そ の 浜 田 先生 の を 読 ん で。 その本 は今で

も 考 古学の名著 ら し く っ て、 残 る も のです よ 。 で、 3

年程前に 復刊 に な り ま し た。 そ の く ら い 、 大総長 と

い わ れ る 人で、 あ る 面では大雑把 な も の を 書 く 人が

子 ど も の も の に も 打 ち 込 ん だ と い う 点が、 私 は 偉

か っ た と 思 い ま すね。 例 え ば大作家 と い わ れ る 人で

も 、 子 ど も の本だか ら と い う んで、 ち ょ っ と 手 を抜

い た り す る 人 も い ま す ね。 あ れ は ま ず い と 思い ま

す。 そ う い う 児 童文庫があ っ た も のですか ら 、 そ れ

を 反 穫 し て 読 む わ けです。 そ れが大事ですね。 理屈

で は な い ん です よ ね。 何べん も 読 む。 ですか ら 、 ロ ー

レ ラ イ と か、 私 は ギ リ シ ア 、 ロ ーマ 神 話 の 名 前 な ん

で い う の は だ い た い そ の 頃覚 え た も の な ん です よ 。
何べ ん も 読む か ら 覚 え る わけです。 だか ら 、 読書を

う ん と し た っ て い う の は 、 非常' に よ か っ た な と い う

風に思い ま すね。 そ の点今、 子 ど も が活字離れ し て

い る の で、 と て も 残念です。

三好 ・ 私は 理科数学系統の 人 は 、 文学な ん か と は あ

ま り 親 し ま ない ん じ ゃ な いか な んて思っ て い た んで

すが、 河合 さ ん は学校に行かな いで成績 も 悪か っ た

と い う こ と を 書 い て お ら れ な が ら 、 や っ ぱ り 休 ん で

読者を な さ っ た。 そ し て今の よ う な こ と ですか ら 、

それが言葉ー と し て 文 章 と し て 、 文章の原型 と し て 、

こ う 脳裏 に 定着 し て い っ た ん ですね。 夜、は河合 さ ん

の ご本 を 読 ん で い て 、 素晴 ら し い文章だ と 思 い ま し

た 。 と こ ろ が私 は作文が駄 目 だ っ た と 書い て お ら れ

る ん ですが。

河合 : そ う ですね。 小学校の 時 1 番嫌いだ、っ た の が

作文な んです。 子供の時 っ て い う の は い く ら 怒 ら れ

で も 平気 な 時 は平気ですね。 よ く 外に 出 て 叩 か れ た

り し ま し た け ど も 、 宿題は l 聞 も し な い。 す る 気が

し な い わ けです。 で、 作文が l 番嫌い。 と こ ろ がこ

れが面白 く て、 中学校4 年の頃 は わ り と 健康 に な っ

た ん で す よ 。 4、 5 年の 時 に 、 文章に非常に興味を
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持つ よ う に な り ま し た。 私は奥手ですか ら 、 小学校

の と き 蓄 え た も のがだんだんだん だん上手 く 発酵 し

て、 或 い は 、 芽が伸 びて き て く れ た っ て い う 感 じが

し ま す。 ですか ら 、 その時 は ほ ん と に文章に興味を

持 っ て、 今度は、 小 説 を 読 む に し ろ 、 そ う い う 目 で

読 む よ う に し ま し た。 い わ ゆ る 基礎 を 作っ と け ば、

そ れ は伸 び る 時 に は伸 び る ん だ な と い う 気が し ま

す。

三好 . ま あ 、 そ う い う 意味では、 学校 は 休 ま れたが

読書で 自 ら 基礎学力 を 見事につ け ら れ たんだな と 思

い ま し た 。 そ して 、 動物誌の 中 に あ る 、 タ ヒ パ リ は

中学時代で し た か 、 そ れ と も 高校時代 ?

河合 : 高校時代です。

三 好 ; 高校時代 に タ ヒ バ リ と イ タ チ の 2 編 を 書 い て

い ら っ し ゃ る わ けですね。 今 日 は時聞が十分あ り ま

す か ら 、 『少年動物誌j の な かに あ る 、 若い頃に書い

た部分を、 チ ラ ッ と 読 ま せて い ただ き ま す。 ほ ん と

名 文 と い い ま すか、 文学的 な 文章で生物の こ と を 書

い て お ら れ る んですね。 「凍てつ い た 鋼 色 の冬空を

鋭 く 傷 つ け て 黒 い 飛礁が放物線 を描 い て 落 ち て い

く 。 僕はその 黒点 に ひ。っ た り 視線を合わせ、 枯れ草

の 上 に 立 ち 尽 く し て い た ・ . . J どう ですか。 l原木

も 賢治 も 敵わ な い よ う な 名 文ですね。 河合 さ ん は、

文学者 に な ろ う と お思 い に な っ た の は いつで し た つ

け。

河合 : そ れ は ね 、 そ れ を 書 い て る こ ろ です。 そ の こ

ろ は本 当 に 身体が弱 く っ て 、 旧制高校 6 年半 ぐ ら い

行 っ た ん です。 ち ょ う ど戦争 中 で 、 私 と し て は そ れ

が悔 し か っ た?すね。 み ん な 友達は戦地へ出 て行 き

ま す し 、 そ れ こ そ皆に祝福 さ れ てですね。 け れ ど も

人生は不思議な も ので本当 に元気だ、 っ たのはかな り

戦 死 し たわ け です よ 。 だ か ら 私み た い に 、 病気で う

ん う ん言 っ て た も のが結局 は こ う し て助かつ て 、 今

で も 生 き 残 っ て い る わ け ですか ら ね。 生 き 残れた不

思 議 を 感謝 し なが ら 、 ま あ好 き で し た か ら 、 文学で

も や る か な と 思 っ て た ん です。 と こ ろ が、 や っ ぱ り 、

文学的才能がな い と い う こ と が よ く 分か っ たのです

か ら 、 文学 は あ き ら め たのです。 その点、 三好 さ ん

はずー っ と 作家 に な ろ う 、 そ し て 、 芥川賞、 直木賞

を 取 ろ う っ て 頑張っ て お ら れ ま す よ ね。

(編集部 よ り おわ び : 河合 ・ 三好両氏の対談 に つ い

て 、 当 日 の鍛音体制の不備か ら 、 内容が途中 で切れ

て お り ま す。 両氏 お よ び読者の皆 さ ま に、 謹んでお

わ び申 し 上 げ ま す。)



「 河 合 雅 雄 氏 と 三 好 京 三 氏 が 対 談一
日 本 ナ イ ル ・ エ チ オ ピ ア 学会学術大
会前沢で J 

2002 年 ( 平成 1 4 年)4 月 16 日 火曜 日
r r ウ シ j と 『教育j キ ー ワ ー ド に -
20 日 、 日 本 ナ イ ル ・ エチ オ ピ ア 学
会一」

2002 年 (平 成 14 年)4 月 23 日 火眼 目
「牛 ・ 人 ・ 教育 ・ 自 然 考 え る 日 本
ナ イ ル ・ エ チ オ ピ ア 学 会 好 評 挫 に
幕一」

* J但江 日 日 新聞

2002 年 (平成 14 年)4 月 2 1 日 日 |協 日
「 牛 を �illlに、 文化考察一前沢で学会教
育 め ぐ る 対談も一」
* 河北新報 (東北版)
2002 年 (平成 14 年)" 月 2 1 円 円 眼 目
「牛通 じ 異 文 化 理 解 ( r N E W S F I L E
ニ ュ ー ス フ ァ イ ル」 よ り ) J
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* 朝 日 新聞
2002 年 (平 成 14 年 ) 4 月 5 日 金 11禄 臼
r r ウ シ の縁j 地元歓迎 ーサ ル学 ・
河合雅雄 さ ん 作家の三好京三 さ ん
教育め ぐ り 対談 も -J

2002 年 ( 平成 14 年 ) 4 月 2 1 日 目 崎 日
「学会に先がけ牧畜 ・ i当 然 諮 る 」
* 読売新聞
2002 年 (平成 1 4 年) 3 月 7 日 木地 日
「 エ チ オ ピ ア の 文 化 知 ろ う ー 来 月
20，21 目 前 沢 『牛の博物館j で学会J
* 岩 手 日 報
2002 年 (平成 1 4 年) 4 月 4 白 木l瀧 口
「 ウ シ 、 ヒ ト 、 教育 か ら 世 界が見え る
-20 日 か ら 前沢で学術大会 三 好 さ
ん と 河合 さ ん対E炎ー」

2002 年 (平成 14 年 ) 4 月 2 1 円 日 暇 日
「 自 然への謙虚 さ 必要一三好 さ ん河合
さ ん 対談-J

2002 年 (平成 14 年)4 月 22 円 月 曜 日
「研究の成来披露 . エチ オ ピ ア 学会前
沢大会が倒幕」

2002 年 (平成 1 4 年) 2 月 24 日 水l濯 日
「学芸余聞J
2002 年 (平 成 14 年) 5 月 1 1 日 土曜 日
「 日 本 ナ イ Jレ ・ エチ オ ピ ア 学会の ポ ス
タ ー も 村 上 氏 で 譲 渡 希 望 者 が 続 出
(r 日 報 ア ン テ ナ J よ り ) J

* 場手 1:1 日 新聞
2002 年 (平成 14 年 ) 4 月 3 日 水l曜 日
rr牛j 縁 に 本県初 開 催一前 沢 で 20、
21 日 三 好京三氏 ら の 対 談 も 一」

2002 年 (平 成 14 年)4 月 2 1 日 日 曜 日
rr牛j を テ ー マ に異文化 考 え る J
2002 年 (平 成 14 年 ) 4 月 2 1 日 日 l聡 日
rr牛』 文 化 を 考 え る 一 日 本 ナ イ ル ・
エチ オ ピ ア学会 前沢で学U術大会j

* J但南新報
2002 年 ( 平成 1 4 年 ) 3 H 30 日 土 曜 日
「 日 本 ナ イ ル ・ エチ オ ピ ア 学会 と 牛の
博物館一第十一回学術大会の開催に
当 た っ てー (大会実行委只 長 山形孝
夫) J

2002 年 (平成 1 4 年 ) 4 月 20 日 土俗 日
「国際理解、 教 育 を 考え る 一 日 本ナ イ
ル ・ エ チ オ ピ ア 学会J

2002 年 (平成 1 4 年 ) 4 月 24 日 水曜 日
日郎氏 映画上映な ど多彩にJ

記事掲載紙一覧
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